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寄

居

町

の

今

と

こ

れ

か

ら

一

般

質

問

７

名

の

議

員

が

登

壇

し

ま

し

た

高
齢
者
の
交
通
確
保

玉淀舟下り風景（昭和30年代）

寄居町高齢者
福祉タクシー

แ

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
に
つ
い
て
は
、

運
転
免
許
証
返
納
を
め
ぐ
り
自
宅
へ
放
火

す
る
事
件
や
、
高
速
道
路
逆
走
、
自
動
車

事
故
も
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
運
転
免
許
証
が
な
く
て
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
行
政
に
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
の
高
齢
者
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
対
象
者
と
利
用
実
績
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

௅

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

等
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
実
績
と
し
て
は
、
利
用
券
を
交
付

し
て
い
る
人
数
は
平
成
29
年
度
が
70
名

で
、
実
際
に
利
用
し
た
方
は
59
名
で
す
。

แ
県
内
の
吉
川
市
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら

地
域
を
限
定
し
75
歳
以
上
で
移
動
手
段
が

な
い
方
に
月
２
０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
分

を
４
枚
）
の
「
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補
助
制

度
」
を
試
行
的
に
開
始
し
て
い
ま
す
。
町

に
お
い
て
も
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補
助
制
度

を
創
設
し
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

௅

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
事
業
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
新
た
な

補
助
事
業
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

バ
ス
の
増
便
を

แ

東
秩
父
村
か
ら
寄
居
駅
ま
で
の
バ
ス
が

民
間
委
託
と
な
り
運
行
本
数
が
減
便
し
、

通
院
に
利
用
し
て
い
る
方
か
ら
「
必
要
な

時
間
帯
に
便
が
な
く
、
不
便
に
な
っ
た
」

と
聞
い
て
い
ま
す
。
増
便
や
時
間
帯
変
更

が
で
き
ま
せ
ん
か
。

௅

現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

関
係
団
体
で
構
成
す
る
協
議
会
に
対
し
、

意
見
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

แ

川
の
国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
（
県
の
予
算
）
等
に
よ
る
観
光
拠
点

整
備
は
、
町
の
予
算
も
使
っ
て
大
き
な
前

進
に
向
け
て
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
玉

淀
の
「
淀
」
が
流
れ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
川
の
流
れ
を
変
え
て
「
淀
」
を
取
り

戻
す
た
め
、
県
に
要
望
す
る
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

௅

現
状
、
河
川
の
管
理
上
問
題
が
な

い
の
で
、
県
に
要
望
は
し
ま
せ
ん
。

แ

安
全
だ
か
ら
流
れ
を
変
え
な
く
と
も
よ

い
の
で
は
な
く
、
玉
淀
に
今
よ
り
も
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
町
と
県
が
連
名
で
出
し
て
い
る
看
板
を

理
解
す
れ
ば
、
変
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

௅

以
前
、
県
が
造
成
し
た
河
川
内
の
水

制
工
＊

の
効
果
も
十
分
見
え
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
、
現
在
の
状
況
の
荒
川
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

荒
川
・
玉
淀
の
今
昔
物
語

แ

舟
下
り
を
は
じ
め
、
玉
淀
で
手て

こ漕
ぎ

ボ
ー
ト
な
ど
の
舟
遊
び
で
、
に
ぎ
わ
い
を

と
り
戻
す
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

௅

玉
淀
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
河
川
内
に
岩
石

が
露
出
す
る
な
ど
、
当
時
と
大
き
く
変

わ
っ
た
環
境
下
で
は
困
難
で
す
。

แ

昔
は
大
雨
等
で
舟
の
水
路
を
ふ
さ
が
れ

て
い
て
も
、
川
の
流
れ
が
治
ま
っ
た
後
、
船

頭
さ
ん
た
ち
の
手
で
岩
石
を
移
動
し
て
い
ま

し
た
。
機
械
力
で
動
か
せ
ま
せ
ん
か
。

௅

荒
川
の
状
況
を
変
更
す
る
行
為
に

つ
い
て
は
、
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
等

と
の
協
議
が
必
要
で
す
。
現
在
の
荒
川
・

玉
淀
の
よ
さ
を
情
報
発
信
し
な
が
ら
、

多
く
の
方
に
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（平日）1日6往復しかない！

高齢者に補助、
バス増便を

[答弁］
関係団体で構成する
協議会に意見を届けます

大お
お
さ
わ澤

　
博

ひ
ろ
し

議
員

舟下り、ボートで
にぎわいを

[答弁］
玉淀の歴史として
理解しています

石い
し

井い

康こ
う

二じ

議
員

地域密着の中小企業を最大限に応援！

３年間の軽減措
置後の対応は

[答弁］
今後も積極的に中小企
業を応援していきます

[答弁］
予算額１億2300万円で
全天候型トラックに

佐さ

藤と
う

理り

み美
議
員

鈴す
ず

木き

詠え
い

子こ

議
員

中
小
企
業
対
策

แ
国
で
は「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
案
」

を
成
立
さ
せ
、
今
後
３
年
間
で
中
小
企
業

の
設
備
投
資
を
促
し
、
生
産
性
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
１
番
目
の
条

件
と
し
て
、
市
町
村
内
の
中
小
企
業
が
年

平
均
３
％
以
上
の
労
働
生
産
性
の
向
上
を

見
込
む
新
規
の
設
備
投
資
に
は
、
新
規
取

得
設
備
の
固
定
資
産
税
を
３
年
間
ゼ
ロ
に

す
る
、
と
い
う
こ
と
を
盛
り
込
む
「
導
入
促

進
基
本
計
画
」
を
つ
く
り
、
そ
の
計
画
へ
の

経
済
産
業
大
臣
の
同
意
を
得
る
こ
と
。
２

番
目
は
、
そ
の
市
町
村
に
あ
る
中
小
企
業

が
年
率
３
％

以
上
の
労
働

生
産
性
の
向

上
を
見
込
む
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」

を
つ
く
り
、
市
町
村
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
。

こ
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
「
も
の
づ

く
り
・
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
」「
持
続
化
補
助

金
」「
サ
ポ
イ
ン
補
助
金
＊

」「
Ｉ
Ｔ
導
入

補
助
金
」
と
い
う
４
つ
の
補
助
金
が
優
先

的
に
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。
各

補
助
金
に
つ
い
て
何
社
の
事
業
者
か
ら
申

請
が
あ
り
ま
し
た
か
。

௅

５
月
末
現
在
「
も
の
づ
く
り
・
サ
ー

ビ
ス
補
助
金
」
３
社
、「
持
続
化
補
助
金
」

は
17
社
、「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」
は
２
社
、

「
サ
ポ
イ
ン
補
助
金
」
は
申
請
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

継
続
的
な
支
援
を

แ

今
後
「
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス
補
助

金
」
と
「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
」
に
つ
い
て
は

追
加
申
請
で
き
ま
す
。
町
と
し
て
も
積
極

的
に
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
町
内
の
中
小

企
業
の
設
備
投
資
を
促
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

௅

町
商
工
会
に
お
い
て
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
町
と
し
て
も
中
小
企
業
支

援
の
観
点
か
ら
積
極
的
な
対
応
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

埼玉県ＨＰ
三ケ山緑地
公園

三ケ山運動公園
の活用は

事
前
合
宿
地
の
整
備

＊サポイン補助金　大学や研究機関と連携して行う研究開
発、試作品開発等及び販路開拓への取り組み支援のことです。

ご存じ
ですか

ことば

中小企業庁
アンケート
結果

แ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
陸
上
選
手

ら
の
練
習
場
と
な
る
三
ケ
山
運
動
公
園
の

整
備
・
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
12
月
議
会
で
も
提
案
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
県
の
平
成
30
年
度
予
算
に
お
い

て
三
ケ
山
運
動
公
園
整
備
事
業
費
が
計

上
さ
れ
、
さ
ら
に
使
い
勝
手
の
よ
い
運
動

公
園
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
具
体
的
な
整
備
内
容
と
予
算

額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

௅

今
回
の
整
備
は
、
既
存
の
陸
上
ト

ラ
ッ
ク
走
路
を
全
天
候
型
へ
改
修
を
行

う
も
の
で
、
県
の
予
算
額
は
１
億
２
３

０
０
万
円
で
す
。

แ

改
修
後
は
、
陸
上
競
技
連
盟
公
認
の

公
式
競
技
場
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

௅

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
県
に
確
認

を
し
て
い
ま
せ
ん
。

แ

整
備
完
了
後
の
、
町
と
し
て
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

௅

整
備
さ
れ
る
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク

及
び
１
０
０
ｍ
コ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い

て
広
く
周
知
す
る
ほ
か
、
具
体
的
な
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

ブ
ー
タ
ン
王
国
陸
上
選
手
ら
の
歓
迎
イ

ベ
ン
ト
等
の
開
催
は
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

構
造
を
変
え
る
の
か

แ
三
ケ
山
運
動
公
園
は
埋
め
立
て
跡
地
を

活
用
し
た
運
動
公
園
で
、
雨
水
が
貯
ま
ら

な
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
構

造
そ
の
も
の
を
変
え
る
の
か
伺
い
ま
す
。

௅

三
ケ
山
運
動
公
園
は
、
ご
み
の
最

終
処
分
場
跡
地
を
活
用
し
た
運
動
公
園

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
構
造
上
は

変
更
せ
ず
に
、
既
存
の
陸
上
ト
ラ
ッ
ク

を
全
天
候
型
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う
と
う

理理り

み

り

み

り

み美美美美美美
議
員
議
員
議
員
議
員
議
員

三ケ山運動公園
の活用は

荒
川・玉
淀
の
再
生
埼玉県ＨＰ
川の国埼玉
はつらつ
プロジェクト

三ケ山運動公園、全天候型陸上トラックに

＊水制工　水の流れを中央方向に向けるように設置
され、堤防から川の中心に向かって延びているコン
クリートの構造物です。

ご存じ
ですか

ことば

次
の
ペ
ー
ジ
は　

 

１
年
間
の
調
査
研
究
を
終
結　
　
　
　
　
　
　

  

町
へ
の
要
望

有

害

鳥

獣

対

策

少

子

化

対

策
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